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国費（定率分）
20％

都道府県負担
12.5％

市町村
負担
12.5％

２号保険料
27％

１号保険料
26％

国庫負担金25％のうち５％分を用いて、市町村間の「後期高齢者比率が高いことによる給付増」と、「被保険者の所得水準が低いこ
とによる収入減」を財政調整している。これにより、市町村の責によらない、市町村間の財政力の差を解消。

国費（定率分）
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国費（調整交付金）
５％

１号保険料
23％

給付費全体 Ａ町 後期高齢者が多い
低所得の高齢者が多い

国費
（調整交付金）

11％

Ｂ市 後期高齢者が少ない
低所得の高齢者が少ない

国費（定率分）
20％

都道府県負担
12.5％

市町村
負担
12.5％

２号保険料
27％

１号保険料
17％

※調整交付金を多く
交付し保険料を軽減 ※調整交付金を少なく交付し

保険料を上昇

１．後期高齢者と前期高齢者の比率

※ 後期高齢者の構成割合が大きい→給付費が増大→調整しなければ、保
険料が上昇

２．被保険者の所得水準

前期高齢者と後期高齢者では、要介護認定を受ける割合が大きく異なる
ため、市町村間の前期高齢者・後期高齢者の比率を調整

・前期高齢者（65～74歳以上）：認定率約4.4％
・後期高齢者（75歳以上） ：認定率約32.7％

高齢者の所得水準が相対的に低い市町村では、所得水準が高い市町
村に比べて、同じ所得の人であっても保険料は高くなるため、こうした所
得格差を調整。

国費
（調整交付金）

２％

見直しの後の交付基準

平成30年度以降、特に年齢が高い高齢者の分布をきめ細かく反
映させるため、交付基準の年齢区分を細分化。
また、激変緩和措置として、第７期計画期間（平成30年度～平

成32年度）においては、２区分と３区分を２分の１ずつ組み合わ
せる。

従来：２区分

①65～74歳 ②75歳以上

見直し案：３区分

①65～74歳、②75～84歳、③85歳以上

※所得水準は現行の調整方法を維持

現行制度の概要

第７期計画期間
は２区分と３区分
を１／２ずつ組み
合わせ

現行の交付基準

調整交付金の交付基準の見直し（前回制度改正）
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各年齢階層別の認定率

６５歳以上全体の認定率：１８．２％

出典：総務省統計局人口推計及び介護給付費等実態調査（平成29年10月審査分）

歳

７５歳以上全体の認定率：３２．２％

８５歳以上全体の認定率：６０．１％

年齢階級別の要介護認定率の推移
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出典：平成29年度「介護給付費等実態調査」を元に老健局で推計
注）高額介護サービス費、高額医療合算介護サービス費は含まない。

補足給付に係る費用は、サービスごとに年齢階級別受給者数に応じて按分。

○75歳以上人口は、介護保険創設の2000年以降、急速に
増加してきたが、2025年までの10年間も、急速に増加。

○一人当たり介護給付費は85歳以上の年齢階級で急増。

今後の介護保険をとりまく状況（１） 社会保障審議会
介護保険部会（第75回） 資料３

平成31年２月25日


